財務状況から見る国士舘 by 今福 康夫
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財務状況から見る国士舘
は
じ
め
に
学
校
法
人
国
士
舘
は
、
令
和
元
年
（
二
○
一
九
）
年
五
月
現
在
、
大
学
院
一
○
研
究
科
、
大
学
七
学
部
、
高
等
学
校
、
中
学
校
を
擁
す
る
総
合
学
園
で
あ
り
、
平
成
三
〇
（
二
○
一
八
）
年
度
決
算
に
よ
れ
ば
、
収
入
の
中
心
で
あ
る
学
生
生
徒
納
付
金
収
入
は
一
五
八
億
七
三
一
六
万
円
余
、
国
及
び
東
京
都
等
か
ら
の
補
助
金
収
入
一
三
億
五
九
〇
四
万
円
余
で
あ
る
。
支
出
は
、
人
件
費
九
七
億
七
五
八
一
万
円
余
、
教
育
研
究
経
費
四
三
億
三
二
二
二
万
円
余
で
あ
り
、
翌
年
度
繰
越
金
は
一
三
七
億
二
〇
八
九
万
円
余
と
な
っ
て
い
る
（「
資
金
収
支
計
算
書
」『
財
務
書
類	
平
成
三
〇
年
度
綴
』）。
資
産
総
額
は
七
二
七
億
一
二
七
五
万
円
余
（「
貸
借
対
照
表
」『
財
務
書
類	
平
成
三
〇
年
度
綴
』）で
、学
生
生
徒
数
は
一
万
三
財
務
状
況
か
ら
見
る
国
士
舘
監
事　
今
福　
康
夫
特別
寄稿
○
○
○
人
を
超
え
る
。
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
の
創
立
か
ら
か
ら
一
〇
〇
年
余
を
経
て
、
大
き
く
発
展
し
た
国
士
舘
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
財
務
状
況
を
示
す
資
料
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
国
士
舘
百
年
史
編
纂
委
員
会
が
編
纂
し
た
『
国
士
舘
百
年
史　
史
料
編
』
上
巻
・
下
巻
（
以
下
、『
史
料
編
』
上
・
下
と
い
う
）
に
お
い
て
も
十
分
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
は
、『
史
料
編
』
掲
載
史
料
を
参
考
に
し
つ
つ
、
刊
行
後
に
確
認
で
き
た
新
史
料
を
加
え
、
国
士
舘
の
あ
ゆ
み
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
時
々
の
財
務
状
況
を
概
観
し
て
み
た
い
。
本
稿
に
お
い
て
、『
史
料
編
』
掲
載
の
史
料
を
典
拠
と
し
て
示
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
史
料
編
』
第
一
部
第
一
章
第
一
節
の
史
料
二
に
よ
る
場
合
は
、「
史
Ⅰ	
1
－
1
－
2
」
と
表
記
し
た
。
な
お
、
記
載
論
文
と
資
料
紹
介
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す
る
金
額
は
史
料
に
従
い
当
時
の
ま
ま
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
現
在
価
値
を
参
考
表
記
す
る
。
創
立
期
と
旧
制
諸
学
校
今
日
、大
学
と
し
て
存
立
し
て
い
る
多
く
の
私
学
と
同
じ
く
、国
士
舘
も
「
私
塾
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
志
を
同
じ
く
す
る
青
年
、支
援
者
、篤
志
家
に
よ
り
勉
学
の
場
が
提
供
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
運
営
資
金
は
教
育
の
場
を
提
供
す
る
側
が
負
担
し
て
お
り
、
学
生
か
ら
徴
す
る
費
用
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
創
立
期
の
国
士
舘
も
同
様
で
あ
り
、「
国
士
舘
設
立
趣
旨
」
に
は
「
一
、
費
用
一
ヶ
月
一
円
、（
其
他
一
切
不
要
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
史
Ⅰ	
1
－
２
－
2
）。
週
刊
朝
日
編
『
値
段
史
年
表
－
明
治
・
大
正
・
昭
和
－
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
の
白
米
一
〇
キ
ロ
が
一
円
二
〇
銭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
創
立
当
初
の
国
士
舘
の
授
業
料
と
比
較
す
る
と
、学
生
の
負
担
を
可
能
な
限
り
抑
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。そ
の
後
、
国
士
舘
の
授
業
料
は
、
大
正
八
年
に
月
二
円
と
な
り
、
大
正
一
四
年
の
中
学
校（
五
年
制
）創
設
の
際
に
は
年
間
五
五
円（
月
五
円
、
八
月
は
除
く
）
と
な
っ
て
い
る
（
史
Ⅰ	
1
－
4
－
1
・
2
－
1
－
2
）。
ま
た
、
大
正
八
年
か
ら
は
、
寄
宿
費
と
し
て
月
一
八
円
程
度
を
徴
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
学
外
者
に
向
け
た
夏
期
講
習
な
ど
も
開
催
さ
れ
、
一
週
間
の
会
費
が
三
円
、
寄
宿
舎
費
七
円
を
徴
す
る
な
ど
し
て
い
る
（
史
Ⅰ	
1
－
4
－
27
）。
た
だ
し
、
講
師
の
費
用
な
ど
十
分
に
は
賄
い
き
れ
て
い
な
か
っ
た（
史
Ⅰ	
1
－
3
－
35
）。
こ
う
し
た
運
営
費
の
ほ
か
、
創
立
期
に
は
施
設
の
整
備
に
も
資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
大
正
八
年
の
「
国
士
舘
建
設
計
画
概
要
」
で
は
、
建
設
費
と
し
て
「
五
万
五
千
七
百
五
十
四
円
廿
五
銭
」
の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
（
史
Ⅰ	
1
－
3
－
17
）。
計
画
の
全
て
が
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
部
分
は
創
立
者
の
私
財
と
支
援
者
、
篤
志
家
か
ら
の
寄
付
金
で
賄
わ
れ
た
。
特
に
、
福
岡
の
実
業
家
で
あ
る
麻
生
太
吉
に
対
し
て
は
、
頻
繁
に
支
援
依
頼
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
史
Ⅰ	
1
－
3
－
37
・
38
・
41
～
44
）。
ち
な
み
に
大
正
八
年
度
予
算
に
は
、年
間
収
入
八
〇
八
〇
円
の
う
ち
賛
助
金
と
し
て
六
九
六
〇
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
（
史
Ⅰ	
1
－
3
－
35
）。
こ
の
年
度
の
支
出
予
算
は
、年
間
一
万
三
七
〇
四
円
で
、
予
算
段
階
で
差
し
引
き
五
三
二
四
円
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
年
間
支
出
予
算
に
は
、
施
設
整
備
に
関
す
る
費
用
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
国
士
舘
は
、
大
正
八
年
に
は
、
他
の
私
学
と
同
様
に
財
団
法
人
を
設
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
寄
附
行
為
の
資
産
に
関
す
る
規
定
に
17
財務状況から見る国士舘
は
「
柴
田
徳
次
郎
、
侯
爵
小
村
欣
一
ヨ
リ
寄
附
シ
タ
ル
国
士
館
現
在
ノ
不
動
産
ヲ
別
紙
目
録
ノ
通
本
財
団
法
人
ノ
資
産
ト
ス
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る（
史
Ⅰ	
1
－
3
－
28
）。
そ
の
別
紙
目
録
に
は
、大
正
八
年
に
世
田
谷
校
舎
に
建
設
し
た
大
講
堂
な
ど
の
建
物
や
堀
井
戸
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
当
初
の
財
団
法
人
の
資
産
で
あ
っ
た
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
国
士
舘
は
法
令
に
基
づ
く
諸
学
校
を
創
設
す
る
が
、
こ
の
時
期
は
大
正
一
〇
年
に
発
足
し
た
「
国
士
舘
維
持
委
員
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
支
援
者
に
支
え
ら
れ
て
い
た
（
史
Ⅰ	
1
－
5
－
1
）。
大
正
一
一
年
六
月
九
日
付
の
「
麻
生
太
吉
宛
柴
田
・
上
塚
連
名
書
簡
」
に
は
、
国
士
舘
に
維
持
資
金
を
援
助
し
た
一
七
名
の
個
人
・
五
つ
の
団
体
か
ら
の
基
金
が
記
さ
れ
て
お
り
、
年
間
三
万
八
〇
〇
〇
円
、
以
後
の
五
年
間
で
計
一
九
万
円
の
「
確
定
額
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
史
Ⅰ	
1
－
5
－
5
）。大
正
一
一
年
の
白
米
一
〇
キ
ロ
の
標
準
価
格
が
三
円
四
銭
で
あ
り
、
五
年
分
の
援
助
資
金
を
現
在
価
値
に
換
算
す
る
と
約
四
億
円
の
基
金
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
次
い
で
昭
和
一
二
年
の
日
中
戦
争
が
開
戦
し
て
以
降
は
、
学
校
教
育
も
戦
時
色
が
濃
厚
に
な
っ
て
い
っ
た
。
国
士
舘
に
お
い
て
も
、
戦
時
非
常
措
置
方
策
に
基
づ
き
各
種
の
対
応
を
し
て
い
る
が
、
特
に
昭
和
一
六
年
以
降
の
財
政
状
況
は
極
め
て
悪
く
、
諸
学
校
の
学
則
変
更
『予算決算綴（昭和15年度～昭和37年度）』（昭和15年度部分）
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申
請
書
な
ど
に
は
「
時
局
下
教
育
ノ
事
益
々
重
大
ヲ
極
メ
（
中
略
）
茲
ニ
於
テ
授
業
料
ヲ
増
額
シ
、
其
ノ
収
入
ノ
大
部
ハ
教
員
ノ
優
遇
ニ
当
テ
ル
ト
同
時
ニ
、
一
方
教
育
施
設
ノ
改
善
充
実
ヲ
図
リ
、
以
テ
益
々
本
校
教
育
ノ
発
展
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
」
と
い
う
理
由
を
述
べ
、
諸
学
校
の
授
業
料
、入
学
金
な
ど
を
値
上
げ
し
て
い
る
（
史
Ⅰ	
3
－
4
－
11
ほ
か
）。
「
昭
和
一
五
年
度
財
団
法
人
国
士
館
収
支
決
算
表
」
に
よ
れ
ば
、
収
入
は
、
経
常
部
収
入
と
し
て
学
生
の
授
業
料
に
よ
る
納
付
金
が
一
〇
万
三
〇
〇
円
七
〇
銭
、
寄
宿
・
食
堂
収
入
と
し
て
六
万
七
〇
七
八
円
七
五
銭
等
が
計
上
さ
れ
、
臨
時
部
収
入
と
合
わ
せ
て
一
九
万
七
三
三
四
円
五
六
銭
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
支
出
は
、
経
常
部
支
出
と
し
て
人
件
費
が
七
万
七
七
九
七
円
八
〇
銭
、
経
費
と
し
て
一
一
万
三
九
九
六
円
七
二
銭
が
計
上
さ
れ
、
う
ち
約
四
分
の
一
に
あ
た
る
二
九
九
三
円
九
七
銭
が
「
教
練
費
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
専
門
学
校
・
中
学
校
・
商
業
学
校
の
う
ち
専
門
学
校
で
は
、「
教
練
費
」
と
し
て
二
〇
五
二
円
七
二
銭
を
徴
収
し
て
い
る
。
戦
後
復
興
期
昭
和
二
○
（
一
九
四
五
）
年
八
月
、
第
二
次
世
界
大
戦
（
太
平
洋
戦
争
）
の
終
戦
を
迎
え
る
が
、
こ
の
戦
争
は
日
本
の
私
学
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
戦
後
、
日
本
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
占
領
下
に
置
か
れ
た
が
、
こ
の
期
間
も
私
学
の
経
営
は
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
学
生
は
戦
争
末
期
の
「
学
徒
動
員
」
で
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
都
市
部
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
も
つ
私
学
の
多
く
は
、
戦
災
に
よ
っ
て
施
設
・
設
備
の
大
部
分
を
失
っ
て
い
た
。
私
学
は
、
戦
前
に
も
増
し
て
重
大
な
危
機
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
国
士
舘
も
例
外
で
は
な
く
、
大
講
堂
と
若
干
の
施
設
は
戦
災
を
免
れ
た
も
の
の
、
多
く
の
建
物
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
施
設
の
復
興
が
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
私
学
は
、
公
的
な
助
成
を
国
に
求
め
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
も
あ
り
、
思
う
よ
う
な
復
興
資
金
の
手
当
て
が
な
さ
れ
ず
、
国
（
文
部
省
）
の
戦
災
復
旧
貸
付
金
に
頼
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
士
舘
で
は
、
昭
和
二
二
年
以
降
、
文
部
省
や
東
京
都
か
ら
数
回
に
わ
た
り
貸
付
金
の
借
入
を
行
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
史
料
編
』
の
掲
載
史
料
に
よ
る
と
、
文
部
省
か
ら
の
借
入
は
、
昭
和
二
二
年
度
は
二
五
万
八
〇
〇
〇
円
、
昭
和
二
三
年
度
は
一
一
二
万
六
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る（
史
Ⅱ	
1
－
1
－
23
）。ま
た
、
東
京
都
か
ら
の
借
入
は
、
昭
和
二
二
年
度
は
二
四
万
円
、
昭
和
二
三
年
度
は
一
二
万
円
、
昭
和
二
四
年
度
は
一
〇
万
円
、
昭
和
19
財務状況から見る国士舘
二
五
年
度
は
二
四
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
二
二
～
二
五
年
度
ま
で
の
文
部
省
と
東
京
都
か
ら
の
貸
付
金
の
借
入
合
計
額
は
、
二
〇
八
万
四
〇
〇
〇
円
と
な
る
。
こ
の
借
入
額
は
、
当
時
か
ら
の
消
費
者
物
価
指
数
の
動
き
を
勘
案
す
る
と
、
現
在
価
値
で
二
〇
〇
〇
万
円
弱
の
借
入
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
（
日
本
銀
行
・
総
務
省
統
計
局
資
料
）。
「
昭
和
二
〇
年
度
収
支
決
算
表
」
に
よ
れ
ば
、
収
入
は
、
学
生
か
ら
の
納
付
金
二
三
万
三
九
九
八
円
六
二
銭
、
寄
付
金
三
万
九
三
七
七
円
八
八
銭
、
補
助
金
五
〇
〇
〇
円
（
中
学
校
、
商
業
学
校
に
対
す
る
東
京
都
の
補
助
金
と
推
察
）と
な
っ
て
お
り
、ほ
か
に
保
険
金
四
七
万
八
五
〇
〇
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
支
出
は
、
人
件
費
一
五
万
七
五
〇
一
円
一
五
銭
、
経
費
一
四
万
二
一
〇
八
円
八
三
銭
、
施
設
費
一
六
万
三
〇
八
六
円
八
〇
銭
が
計
上
さ
れ
、
保
険
金
収
入
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
翌
年
度
の
繰
越
金
は
二
六
万
七
〇
四
円
五
七
銭
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
借
入
金
の
残
高
が
二
二
万
二
一
八
一
円
と
な
っ
て
お
り
、
財
団
法
人
と
各
校
の
財
務
状
況
は
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
戦
後
の
物
資
不
足
に
よ
る
物
価
の
高
騰
な
ど
を
背
景
に
、
昭
和
二
一
年
に
は
新
円
切
替
が
行
わ
れ
、
ま
た
昭
和
二
八
年
に
は
一
応
の
物
価
の
安
定
を
背
景
と
し
て
、
小
額
通
貨
整
理
法
に
よ
り
額
面
一
円
未
満
の
通
貨
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
大
学
創
設
と
拡
大
期
戦
後
間
も
な
く
、
国
士
舘
は
占
領
政
策
の
影
響
を
受
け
て
、
法
人
・
校
名
の
名
称
を
「
至
徳
学
園
」
に
変
更
し
た
。
そ
し
て
、
戦
後
の
混
乱
が
残
る
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
一
二
月
、
私
立
学
校
法
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
私
学
が
「
財
団
法
人
」
か
ら
「
学
校
法
人
」
に
組
織
変
更
し
た
。
国
士
舘
に
お
い
て
も
、昭
和
二
六
年
に
学
校
法
人
至
徳
学
園
に
組
織
変
更
し
て
い
る
（
史
Ⅱ	
1
－
2
－
1
）。
な
お
、
昭
和
二
八
年
三
月
、
現
在
の
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
前
身
と
な
る
私
立
学
校
振
興
会
が
設
立
さ
れ
る
が
、
私
学
に
対
す
る
助
成
策
は
融
資
が
主
体
で
あ
り
、
必
ず
し
も
私
学
の
負
担
を
大
き
く
軽
減
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
昭
和
二
八
年
に
な
る
と
法
人
名
を
「
国
士
舘
」
に
復
し
、
あ
わ
せ
て
昭
和
二
五
・
二
七
年
度
に
試
み
た
「
国
士
舘
短
期
大
学
」
の
創
設
を
果
た
し
た
。
こ
の
短
期
大
学
の
設
置
に
続
き
、
昭
和
三
三
年
、
念
願
の
「
国
士
舘
大
学
」
を
創
設
し
て
、
体
育
学
部
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
学
部
学
科
の
増
設
や
大
学
院
の
設
置
を
進
め
て
い
き
、
国
士
舘
の
拡
大
期
を
迎
え
る
。
「
昭
和
三
三
年
度
決
算
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、収
入
は
経
常
部
に
お
け
る
学
生
の
授
業
料
を
含
む
納
付
金
六
五
五
一
万
一
三
七
五
円
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が
主
体
で
あ
り
、
人
件
費
を
含
む
経
費
は
四
四
二
一
万
九
三
〇
円
で
あ
っ
た
。
臨
時
部
で
は
、
借
入
金
が
二
七
五
〇
万
九
七
二
五
円
で
、
建
設
費
と
し
て
二
一
四
〇
万
三
〇
四
七
円
、
さ
ら
に
借
入
金
償
還
三
三
六
八
万
四
三
一
九
円
等
を
計
上
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
翌
年
度
繰
越
金
は
六
八
九
万
八
四
〇
四
円
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
大
学
創
設
の
時
期
に
お
い
て
は
、
授
業
料
と
借
入
金
に
よ
っ
て
施
設
を
整
備
し
な
が
ら
、
厳
し
い
運
営
を
進
め
て
い
た
状
況
が
見
え
て
く
る
。
苦
境
を
乗
り
越
え
安
定
化
へ
昭
和
四
○
（
一
九
六
五
）
年
度
に
な
る
と
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
大
学
へ
の
進
学
時
期
を
迎
え
る
も
の
の
、
私
学
の
経
営
状
態
は
好
転
せ
ず
、
授
業
料
の
改
定
を
め
ぐ
り
、
改
定
に
反
対
す
る
学
生
運
動
が
多
発
、
当
時
の
政
治
課
題
と
も
重
な
っ
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。こ
う
し
た
情
勢
が
背
景
と
な
り
、昭
和
四
五
年
度
か
ら
国
に
よ
る
「
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
」
の
交
付
が
始
ま
り
、
あ
わ
せ
て
経
理
処
理
の
統
一
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
六
年
四
月
に
は
「
学
校
法
人
会
計
基
準
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
、
国
の
私
学
に
対
す
る
経
常
的
経
費
へ
の
間
接
助
成
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
的
資
金
に
よ
る
助
成
も
あ
っ
て
順
調
に
拡
充
を
進
め
て
き
た
国
士
舘
で
あ
る
が
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
そ
の
財
務
状
況
は
悪
化
し
て
く
る
。
昭
和
四
八
～
五
〇
年
度
の
三
年
間
を
見
る
と
、
入
学
者
の
減
少
、
人
件
費
や
教
育
研
究
費
の
支
出
増
に
よ
り
、
帰
属
収
支
差
額
は
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
か
ら
五
億
円
弱
の
マ
イ
ナ
ス
を
計
上
し
て
い
る
（
各
年
度
「
計
算
書
類
」）。
ま
た
、
短
期
借
入
金
を
含
む
借
入
金
も
継
続
し
て
増
加
し
、
翌
年
度
資
金
と
な
る
「
前
受
金
」
を
費
消
し
た
年
度
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
施
設
の
拡
充
の
ほ
か
運
営
費
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
は
厳
し
い
財
務
状
況
が
続
い
た
。
一
方
、
国
士
舘
は
昭
和
五
五
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
教
育
法
人
を
設
立
す
る
な
ど
、「
武
道
」
の
普
及
を
目
的
と
し
た
海
外
と
の
交
流
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
五
六
年
ま
で
に
一
〇
を
超
え
る
海
外
支
部
を
開
設
し
、
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
と
の
交
流
に
は
力
を
入
れ
た
（
史
Ⅲ	
1
－
1
－
32
）。
し
か
し
、
法
人
運
営
に
お
い
て
は
、
海
外
支
部
の
運
営
、
な
か
で
も
海
外
支
部
へ
の
資
金
投
入
等
に
つ
い
て
課
題
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
法
人
の
運
営
方
針
の
問
題
や
学
生
の
問
題
行
動
の
頻
発
も
あ
っ
て
、
国
会
に
お
い
て
国
士
舘
の
問
題
が
議
論
さ
れ
る
事
態
も
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
会
で
問
題
と
な
っ
た
一
つ
に
は
、
海
外
支
部
を
巡
る
資
金
の
や
り
取
り
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
質
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財務状況から見る国士舘
疑
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
昭
和
六
一
年
三
月
に
国
士
舘
は
、
海
外
支
部
を
五
支
部
に
統
廃
合
し
、
次
い
で
平
成
八
年
度
ま
で
に
は
海
外
支
部
を
全
て
閉
鎖
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
学
校
法
人
の
資
産
は
、
海
外
法
人
に
移
管
さ
れ
、
会
計
上
も
資
産
処
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
昭
和
五
八
年
七
月
、
社
会
的
に
も
注
目
を
集
め
る
事
件
が
発
生
し
、
国
の
経
常
費
補
助
金
の
交
付
が
停
止
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
、
帰
属
収
支
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
な
ど
、
財
政
的
に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
た
（「
昭
和
五
八
年
度
計
算
書
類
」）。
昭
和
五
〇
年
代
前
半
、
国
士
舘
は
国
か
ら
六
～
八
億
円
の
経
常
費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
三
年
度
以
降
の
経
常
費
補
助
金
は
二
五
％
の
減
額
措
置
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
昭
和
五
八
年
度
は
「
管
理
運
営
不
適
当
」
と
判
断
さ
れ
、昭
和
六
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
全
額
不
交
付
と
措
置
さ
れ
た
（
史
Ⅲ	
1
－
1
－
14
）。
し
か
し
、こ
の
こ
と
が
国
士
舘
の
質
的
拡
充
に
向
か
う
転
機
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
法
人
運
営
健
全
化
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
六
〇
年
度
に
は
経
常
費
補
助
金
の
二
五
％
交
付
が
認
め
ら
れ
て
一
億
六
八
八
九
万
円
の
交
付
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
翌
年
度
以
降
交
付
割
合
が
順
次
回
復
し
、
昭
和
六
三
年
度
に
は
一
〇
〇
％
交
付
と
な
り
、
七
億
三
一
七
七
万
一
〇
〇
〇
円
が
交
付
さ
れ
て
い
る
（
各
年
度
「
計
算
書
類
」）。
な
お
、東
京
都
の
経
常
費
補
助
金
も
交
付
割
合
に
違
い
は
あ
っ
た
が
、
同
様
の
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
の
一
〇
数
年
は
、
財
務
的
に
も
国
士
舘
は
苦
し
い
展
開
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
学
内
広
報
誌
で
は
あ
っ
た
が
『
国
士
舘
広
報
』
に
財
務
状
況
を
掲
載
し
て
学
内
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
各
年
度
に
お
い
て
諸
表
と
と
も
に
そ
の
説
明
を
付
し
て
、
安
定
的
な
財
政
確
立
へ
の
理
解
を
教
職
員
に
対
し
て
求
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
健
全
な
法
人
運
営
確
保
へ
の
意
識
の
高
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。こ
の
姿
勢
は
、現
在
に
繋
が
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
後
、
国
士
舘
は
、
平
成
四
年
度
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
、
平
成
六
年
度
に
中
学
・
高
等
学
校
新
校
舎
の
建
設
、
平
成
一
〇
年
度
に
は
中
央
図
書
館
を
建
設
し
た
ほ
か
、
大
学
院
の
充
実
に
資
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
平
成
一
六
年
度
に
は
有
形
固
定
資
産
が
四
三
三
億
円
余
と
な
り
、
平
成
六
年
以
降
の
一
〇
年
間
で
約
一
・
六
倍
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
各
年
度
「
計
算
書
類
」）。
創
立
一
〇
〇
周
年
事
業
と
し
て
平
成
一
七
（
二
○
○
五
）
年
、
国
士
舘
は
、
約
一
〇
年
後
に
控
え
た
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
た
一
大
事
業
の
始
ま
り
と
し
て
、
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世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
側
に
隣
接
す
る
東
京
都
立
明
正
高
等
学
校
跡
地
を
取
得
し
た
。
都
立
明
正
高
等
学
校
跡
地
に
は
、
平
成
二
○
年
に
梅
ヶ
丘
校
舎
（
三
四
号
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）
が
完
成
し
、
ハ
ー
ド
面
の
教
育
環
境
の
整
備
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
五
年
に
は
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
（
Ｍ
Ｃ
Ｈ
）
が
、
平
成
二
八
年
に
は
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
多
摩
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
）
が
完
成
し
た
。
こ
の
間
の
財
務
状
況
は
、
決
し
て
楽
観
で
き
る
状
況
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、基
本
姿
勢
と
し
て
「
帰
属
収
支
プ
ラ
ス
」
を
維
持
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
留
意
し
つ
つ
、「
財
務
体
質
の
健
全
化
」
を
図
る
こ
と
と
し
、
財
政
基
盤
の
強
化
と
健
全
性
の
確
保
を
目
指
し
て
い
る
。こ
の
姿
勢
を
示
す
顕
著
な
一
例
と
し
て
、平
成
一
六
年
度
か
ら
平
成
二
八
年
度
ま
で
に
、
借
入
金
残
高
は
二
四
億
円
余
を
減
少
さ
せ
て
い
る
（
各
年
度
「
計
算
書
類
」）。
お
わ
り
に
創
立
以
来
、
一
〇
〇
年
に
わ
た
る
国
士
舘
の
歩
み
を
、
財
務
的
視
点
か
ら
概
観
し
て
み
た
。
結
論
と
し
て
は
、
国
士
舘
が
財
政
的
に
恵
ま
れ
た
時
代
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
厳
し
い
財
務
状
況
が
続
い
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
状
況
に
関
し
て
、
現
在
も
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、
法
人
運
営
体
制
の
強
化
や
積
極
的
な
情
報
公
開
等
に
よ
り
経
営
の
「
見
え
る
化
」
を
進
め
て
お
り
、
教
職
員
の
理
解
と
協
力
の
も
と
財
政
的
課
題
を
乗
り
越
え
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
も
あ
っ
て
、
堅
実
な
学
園
運
営
の
維
持
と
透
明
性
の
確
保
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
は
、
社
会
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
平
成
二
九
（
二
○
一
七
）
年
一
一
月
、
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
国
士
舘
は
、
引
き
続
き
、
建
学
の
精
神
の
誇
り
と
経
営
の
堅
実
さ
に
よ
り
、
次
の
一
〇
〇
年
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。
